
第847回大学院医学系研究科・医学部 倫理委員会A議事要録

日 時 2026年07月06日（月）15:00～17:25
場 所 WEB開催
出席者 梅﨑委員長、加藤副委員長、緒方、仲上、藤本、春名、蔵野、本庄、河添、犬塚、小川、佐々木、松

留、入江 各委員
欠席者 廣田、大島、奥川、瀧川 各委員
陪席者 上竹、小池、蔵並、深田、牛村、永山、勝又（以上、研究倫理支援室）、高橋（臨床研究推進セン

ター）

○前回の委員会議事要録の確認が行われた。

○報告事項
1.既に承認されている案件について、軽微な変更と認め委員長一任で承認した報告が行われた。（57件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

11316-(3) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 「チック症の早期アセスメント作成」に関連する調査
研究

11613-(2) 池田 真理 家族看護学 教授 日本語版Transition-Qの開発と移行期支援外来におけ
る効果的な介入方法の検討（ランダム化比較試験）

2025300NI-
(1)

脇 嘉代 健康行動情報・
治療学

教授 生成AIの食行動変容における受容性の評価：生活習慣
病を有する日本人成人を対象とした二段階の妥当性検
証および比較研究

2020313NI-
(5)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 血液中の無細胞DNA解析による早期がん診断技術の 
臨床応用に向けた研究

2020068NI-
(5)

星 和人 ティッシュ・エ
ンジニアリング
部

教授 イートロス医学に関する診断/予防/治療法の確立

2023170NIe
-(2)

吉岡 京子 地域看護学 准教授 統合失調症の人の「調子」自己評価尺度開発のための
査定因子の収集

2019254NI-
(3)

平石 尚久 次世代臓器移植
開発推進講座
（寄付講座）

特任講師 呼吸器内視鏡に関する多施設共同データベースを用い
た前向き観察研究

2023355NIe
-(1)

馬場 祥史 胃・食道外科 教授 診断時切除不能Stage IV胃癌に対するconversion 
therapyの治療成績に関する多機関共同観察研究

2021389NI-
(3)

中湖 博則 国立大学病院
データベースセ
ンター

部長 DPCデータを用いた自己免疫性膵炎の予後に関わる因
子の解明に関する多機関共同研究

2021282NI-
(3)

長谷川 潔 肝・胆・膵外科 教授 ディープラーニングを用いたヒトに対する手術におけ
る術中注視点の自動識別モデルの構築

2020171NI-
(4)

山本 真也 感染症内科 助教 抗微生物薬の適正使用に関する研究

2024018NI-
(3)

原田 美由紀 女性外科 教授 食品添加物曝露と生活習慣の精子および男性不妊への
影響について

2025205NI-
(1)

五十嵐 正樹 糖尿病・代謝内
科

講師 2型糖尿病患者におけるトホグリフロジン内服が味覚
に与える影響についての臨床研究

2019300NI-
22-(2)

森田 賢史 検査部 主任臨床
検査技師

検査部における新規測定試薬および測定機器の評価
(包括的申請)
プロスタグランジンE主要代謝物キット「ルミパルス
プレスト PGE-MUM」試薬性能・臨床有用性の評価

2025233NI-
(1)

西 大輔 精神保健学 教授 市町村ペアレント・トレーニング事業の導入初期段階
における阻害要因・促進要因と実装戦略

10619-(34) 東 惠子 眼科 講師 緑内障性視野障害進行予測モデルの構築 

2024513NI-
(2)

土井 研人 救急科 教授 心肺蘇生時における心停止の可逆的原因の鑑別に関す
る研究

0629-(34) 笠井 清登 精神神経科 教授 精神疾患における認知機能障害と神経心理学的指標・
生理指標との関連について



2018141NI-
(7)

吉内 一浩 心療内科 准教授 日常生活下調査による摂食障害の食行動異常関連要因
と背景基盤の解明（EDEMA）

2024157NI-
(2)

石川 俊平 衛生学 教授 進行・再発非小細胞肺がんにおける免疫チェックポイ
ント阻害剤の患者層別化マーカーに関する探索的研究

10144-(8) 田辺 真彦 乳腺・内分泌外
科

准教授 乳腺内分泌外科診療記録を利用したデータベースの包
括的後ろ向き研究

2020195NI-
(2)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 インターシードⓇを使用した腹腔鏡補助下大腸癌手術
後の腸閉塞発症率
A prospective, multicenter study on the 
incidence of postoperative bowel obstruction 
after laparoscopic colorectal cancer surgery 
using a absorbable adhesion barrier material 
(INTERCEEDⓇ)  Balsam SEED study

2022060NIe
-(3)

石原 聡一郎 大腸・肛門外科 教授 セプラフィルム®を使用した一時的人工肛門造設を伴
う腹腔鏡補助下直腸癌手術後の腸閉塞発症率

2025181NI-
(1)

皆月 隼 循環器内科 講師 新規抗血小板薬薬効評価法による、冠動脈疾患患者に
おける血小板機能評価の妥当性に関する検討

10183-(9) 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 チック障害やその家族に生じる二次障害に関する研究
（多施設共同研究）

2021307NI-
(3)

小池 進介 こころの発達診
療部

教授 早期療育と親支援面接を組み合わせた発達支援の効果
を検証する

2022042NI-
(4)

入山 高行 女性診療科・産
科

准教授 妊娠高血圧症候群の病因関連分子を標的とした新規治
療の開発

2024057NI-
(1)

康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 新型コロナウイルス感染患者の受療状況と重症化およ
び後遺症の関連

12023-(6) 小池 進介 こころの発達診
療部

教授 不完全情報ゲームにおける精神疾患・発達障害患者の
戦略分析

2895-(12) 小野 稔 心臓外科 教授 日本における補助人工心臓に関連した市販後のデータ
収集

2021021NI-
(5)

矢可部 満隆 老年病科 講師 高齢入院患者の予後不良の関連因子の検討のための登
録研究

3538-(17) 堤 武也 感染制御部 教授 臨床分離微生物の疫学的、微生物学的解析(包括的後
ろ向き研究）

2024020NI-
(3)

藤尾 圭志 アレルギー・リ
ウマチ内科

教授 自己免疫疾患の新規自己抗体検出系の開発

2022286NI-
(12)

土井 研人 救急科 教授 患者情報システムを用いた集中治療部の機能評価
（JIPAD事業）

12009-(2) 近藤 健二 耳鼻咽喉科・頭
頸部外科

教授 慢性鼻副鼻腔炎の病態生理に関する免疫学的解析

2674-(10) 田中 栄 整形外科・脊椎
外科

教授 整形外科疾患の治療成績・予後に関する後ろ向き研究

2381-(12) 牛久 哲男 病理部・人体病
理学・病理診断
学

教授 ティッシュアレーを用いた癌関連遺伝子の病理組織学
的解析

2022199NI-
(2)

仲上 豪二朗 老年看護学／創
傷看護学

教授 健常人におけるシーツ下からの皮膚温度推定法の開発

2021431NIe
-(3)

藤尾 圭志 アレルギー・リ
ウマチ内科

教授 我が国の若年全身性エリテマトーデス患者の現状と妊
娠転帰を含む長期･短期予後に関する前向きコホート
研究

2021143NI-
(2)

小川 純人 老年病科 教授 先進的な情報技術を活用した施設入所高齢者介護シス
テムの開発と検証

2024158NI-
(4)

建石 良介 消化器内科 准教授 肝癌・非代償性肝硬変患者データベース構築

11187-(9) 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 NDB を用いた疫学・経済学研究



2024359NI-
(4)

山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 訪問看護領域における「在宅看取りの職場内教育」用
研修プログラムの開発

2025396NI-
(2)

高原 楠昊 消化器内科 助教 膵疾患（無症候の膵形態異常と膵酵素値異常を含む）
と関連する因子及びアウトカムの検討

2024505NIe
-(1)

古村 眞 組織幹細胞・生
命歯科学（社会
連携講座）

特任教授 形成外科手術摘出検体由来の細胞分離技術および分離
細胞を利用した多分化評価システムの確立

2025226NI-
(3)

吉田 唯 生物統計学/疫
学・予防保健学

助教 CKD 患者における病態説明・生活支援・治療説明のア
プリケーション開発研究

2025292NI-
(1)

西 大輔 精神保健学 教授 オンラインピアコミュニティによる周産期うつ症状軽
減を目指した研究

11747-(13) 高原 楠昊 消化器内科 助教 内視鏡的逆行性膵胆管造影およびその関連手技におけ
る胆管深部挿管成功率および偶発症の検討

2022157NI-
(6)

高原 楠昊 消化器内科 助教 慢性炎症性胆膵疾患患者の臨床検体を用いた分子生物
学的基盤解明に関する研究

2024211NI-
(9)

東 尚弘 公衆衛生学 教授 がん診療連携拠点病院等に勤務する医療従事者に対す
る質問票調査：パイロット研究

2025217NI-
(1)

仲上 豪二朗 老年看護学／創
傷看護学

教授 創傷治癒遅延を惹起する創部細菌叢のバイオマーカー
の探索

2630-(12) 小川 純人 老年病科 教授 老年病科診療記録を利用したデータベースの後ろ向き
解析

2024019NI-
(3)

齊藤 延人 脳神経外科 教授 脳神経血管内治療の長期成績に関する多施設共同登録
研究

10835-(7) 槇野 陽介 法医学 教授 法医鑑定に用いた検査結果の後ろ向き検討（包括的申
請）

2020252NI-
(3)

鳥光 優 法医学 准教授 外力が各組織に与える物理的影響の客観的評価法の確
立

2019191NI-
(7)

山本 知孝 運営支援組織
医療評価・安全
部

准教授 院内医療安全管理業務を通じた医療の安全性と質向上
のための後ろ向き観察研究(包括申請)

2022344NI-
(1)

北 芳博 ライフサイエン
ス研究機器支援
室

准教授 精神疾患と脂質組成の相関解析

2.終了報告について、委員長一任で確認された。（12件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

10491-(4) 吉内 一浩 心療内科 准教授 食行動の変容を要する患者に対する心身両面のコン
ピューター適応型質問票の開発

11682-(9) 山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 長期療養施設におけるケアの質改善のための看護・介
護職者への教育方法の検討
－看護・介護職者を対象とした事例検討会の実施及び
効果検証－

2020024NI-
(5)

藤生 克仁 先進循環器病学
（寄付講座）

特任教授 携帯型心電計を用いた不整脈・心不全の発症予測に関
する研究

2024148NI 犬塚 亮 小児科 講師 COVID-19感染後の免疫不全についての研究

2025462NI 正本 庸介 輸血部 教授 中空糸膜を用いて新規作製法によるクリオプレシピ
テートの止血能評価：TEG6sを用いた in vitro比較検
討研究

2019063NI-
(6)

山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 Long-term care 質指標の開発

3501-45 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC(Diagnosis Procedure Combination)レセプト・
データを用いた臨床疫学研究(包括申請:3501)腸回転
異常症のLadd手術における癒着防止剤の効果



3501-43 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC(Diagnosis Procedure Combination)レセプト・
データを用いた臨床疫学研究(包括申請:3501)癌患者
の入院診療における漢方薬の傾向

3501-44 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC(Diagnosis Procedure Combination)レセプト・
データを用いた臨床疫学研究(包括申請:3501)脳梗塞
における各種治療の効果

11565-(2) 山本 則子 高齢者在宅長期
ケア看護学

教授 血液がん患者－医療者間のより良いコミュニケーショ
ンに関する探索的研究：血液がん患者・医療者へのイ
ンタビュー調査

2018062NI-
(4)

建石 良介 消化器内科 准教授 人工知能の利活用を見据えた超音波デジタル画像の
データベース構築

10180-(5) 髙橋 尚人 小児・新生児集
中治療部

教授 新生児各種疾患におけるバイオマーカーの多項目網羅
的検討

3.追加申請について、委員長一任で承認した。（8件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

3501-36 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501）大規
模診療データベースを用いた成人スティル病関連マク
ロファージ活性化症候群に対する治療に関しての研究

3501-42 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC(Diagnosis Procedure Combination)レセプト・
データを用いた臨床疫学研究(包括申請:3501) 日本に
おける外気温と入院の関連に関する総合的分析

10862-10 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
＜子宮体癌術後・子宮頸癌放射線療法後のホルモン補
充療法の実施率と癌再発・長期アウトカムに与える影
響＞

10862-11 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
代謝症候群と子宮頸がんリスク等の疫学研究

10862-12 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
＜子宮筋腫・子宮内膜症に対するゴナドトロピン放出
ホルモンアナログ治療と骨粗鬆症・骨折発生との関連
＞

10862-13 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
＜小児急性感染症後における内科疾患発症リスクの疫
学的解析＞

10862-14 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 JMDCデータを用いた臨床疫学研究（包括申請：10862-
(6))
＜大規模レセプトデータを用いた更年期障害に対する
漢方処方の背景、変遷に関する記述研究＞

3501-46 康永 秀生 臨床疫学・経済
学

教授 DPC（Diagnosis Procedure Combination）レセプト・
データを用いた臨床疫学研究（包括申請：3501-(6))
＜妊娠高血圧症候群に対する当帰芍薬散の効果の検討
＞

4.研究登録について、委員長一任で確認された。（14件）

番号 申請者 所属 職名 研究課題

2026149NIe 廣田 泰 女性診療科・産
科

教授 帝王切開の術式可視化による標準化に向けた検討

2026185NIe 濱本 優 こころの発達診
療部

助教 不登校の発生要因およびその対応方策の解明に向けた
研究

2026138NIe 平田 猛 脳神経外科 助教 Japanese Leksell Gamma Knife Society 2501 Study
大型転移性脳腫瘍に対するガンマナイフ治療の照射法
別治療成績（多施設共同後ろ向き研究による実態調



査）

2026161NIe 橋本 英樹 保健社会行動学 教授 Microsimulation experiments on the 
Individuals’ and Collective Smoking Cessation 
Behaviors Through Social Norm Diffusion: Theory-
of-Planned-Behavior based Agent-Based Modeling 

2026164NIe 服部 ゆかり 老年病科 助教 医療機関、在宅医療支援機関におけるACP実施の実態
と課題把握のための研究

2026249NIe 池田 真理 家族看護学 教授 「看護チームで行ったリフレクション」についての看
護師の認識

2026141NIe 武田 憲彦 循環器内科 教授 リード抜去症例の実態調査
Japan Lead Extraction Registry II（J-LEX IIレジ
ストリ）

2026183NIe 磯部 環 看護管理学 助教 コロナ禍における看護師のキャリアショックと意味づ
け：持続可能なキャリアの視点から

2026154NIe 久保田 暁 神経内科 講師 ELISA法による筋炎特異的自己抗体検査試薬の臨床性
能試験

2026191NIe 友滝 愛 ナーシングデー
タサイエンス講
座

特任准教
授

NDBオープンデータを活用した「重症患者初期支援充
実加算」算定状況の実態把握：エコロジカルスタディ

2026186NIe 岡田 随象 遺伝情報学 教授 新型コロナワクチンの有効性解析

2026187NIe 泉 玄太郎 女性外科 講師 内視鏡手術支援 AI プログラムを用いた内視鏡下子宮
全摘術の有用性を検証する多施設共同前向き試験

2026166NIe 川口 英明 未病AI医療研究
センター

講師 少数医療データに適した量子因果探索アルゴリズムの
開発

2026230NIe 武冨 修治 整形外科・脊椎
外科

講師 膝半月板組織の組織学的分子生物学的検討

○議事
1. No.2026180NI（新規） 橋本 英樹（保健社会行動学・教授）「身元保証人不在の高齢者における介護施設等

入所の実態と施設要因との関連：全国施設調査による横断的研究」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から一般の立場である委員 より、研究参加の任意性
について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

2. No.2026218NI（新規） 西 大輔（精神保健学・教授）「児童・生徒版の心のサポーター養成研修の効果評価
に関する研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から、 より、授業への影響、割付方法、および研究対象者
への説明について質問があり、内容の確認を行った。
【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から社会科学の有識者である委員 より、研究と授
業の線引き、および保護者への説明事項について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

3. No.2026193NI（新規） 建石 良介（消化器内科・准教授）「糖尿病患者における脂肪肝・肝硬度の実態調査
およびその拾い上げについての検討」

[一括審査]



担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

4. No.2026233NI（新規） 桐谷 純子（国際地域保健学・助教）「長期在日ミャンマー移民における文化変容ス
トラテジーと口腔保健行動の変化との関連：横断研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究の科学的合理性の確保】の観点から一般の立場である委員 より、アンケート項目について
質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・利益相反アドバイザリー機関の判断を仰ぐこと

5. No.2026184NI（新規） 吉田 唯（生物統計学/疫学・予防保健学・助教）「高齢者における貧血の基準値の妥
当性評価及び貧血・低栄養と死亡率との関連調査」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

6. No.2026215NI（新規） 佐々木 那津（精神保健学・准教授）「女性労働者における女性特有の健康課題と生
産性を改善する職場の多面的介入の効果検証」

[一括審査]
担当の委員から研究の概要、共同研究機関間の連携体制、一括審査依頼機関、個別審査における審査内容およ
び経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から一般の立場である委員 より、介入実施場所およ
び研究参加の任意性について質問があり、内容の確認を行った。
【研究対象者の保護・安全性の保持】の観点から、一般の立場である委員 より、除外基準につい
て質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

【附帯事項】
・研究参加の任意性について、強制力が働かないように同意説明の際に注意すること
・一括審査依頼状等の取り扱いについては研究代表者の責任において収集・保管すること
・新規申請・変更申請においては、審査結果および承認事項について、各研究共同機関に周知すること
・各研究共同機関では、実施機関の長から機関ごとの実施許可を取得しなければ、研究を開始できないこ
とに注意すること

7. No.2026211NI（新規） 大西 弘高（医学教育国際研究センター医学教育国際協力学部門・講師）「治療及び
管理における臨床推論において、専攻医の患者参画スキルを向上させるための教育プログラムの開発と評価」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

8. No.2026208NI（新規） 松山 裕（生物統計学/疫学・予防保健学・教授）「health state別効用値平均の推定
に関する方法論研究：partly conditional model の拡張と医療経済評価への応用」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

9. No.2026201NI（新規） 大野 幸子（イートロス医学講座（社会連携講座）・特任准教授）「JAGESデータを用
いた食と健康に関する臨床疫学研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説



明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

10. No.2026195NI（新規） 新井 奈々（患者相談・臨床倫理センター・助教）「院内の臨床倫理コンサルテー
ションデータベースを用いた後ろ向き観察研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究の科学的合理性の確保】の観点から、 より、研究成果について質問があり、内容の確認を行っ
た。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

11. No.2026197NI（新規） 康永 秀生（臨床疫学・経済学・教授）「国立病院機構のデータベースを用いた臨床
疫学及びバリデーション研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。

より、研究代表機関における一括審査について質問があり、内容の確認を行った。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

12. No.2026207NI（新規） 大西 弘高（医学教育国際研究センター医学教育国際協力学部門・講師）「自閉スペ
クトラム症の高校生に向けた支援としての芸術のあり方について」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

13. No.2026133NI（新規） 江頭 正人（医学教育国際研究センター医学教育学部門・教授）「医学部の社会的責
任(social accountability)に関する導入プログラムの教育効果の検討」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

14. No.2026170NI（新規） 藤尾 圭志（アレルギー・リウマチ内科・教授）「自己免疫疾患を有する男性のライ
フデザイン支援に関する実態把握研究」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
審査の結果、【研究対象者の保護・安全性の保持】【研究の科学的合理性の確保】【個人情報の保護】の観点
から、内容的に研究を行うことは差し支えないとの判断により承認された。

15. No.2026214NI（新規） 中塚 拓馬（消化器内科・助教）「Steatotic Liver Diseaseの非侵襲的診断アルゴリ
ズム構築と生命予後予測モデル開発：多施設共同後方視的大規模データベース研究 」

担当の委員から研究の概要、個別審査における審査内容および経緯（指摘事項に基づく変更点等）について説
明が行われた。
【研究対象者の保護・安全性の保持】【個人情報の保護】の観点から、 より、一括審査の承認事項につ
いて質問があり、内容の確認を行った。
一括審査の承認有無について指摘があり、出席委員にて討議を行い、本委員会における指摘事項への回答と、
訂正を加えた研究計画書の提出を受けた上で、委員長一任で承認することが確認された。

【指摘事項】
・研究対象者に対する拒否機会の提供だけで、試料・情報が将来の研究等へ二次利用されないことを確認
すること
・主任機関による一括審査に関する書類を提出すること

○その他

以 上




